
7 2019.7 第53号

わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り

安
井　

英
章
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

安
岡　

明
雄
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

落
合　

康
友
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

通
学
路
の
安
全
対
策
は
進
ん
で
い
る
か

■質
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
交
差
点
は
安
全
対
策
が
必
要
で

あ
る
。
二
ツ
井
地
域
で
は
、
い
と
く
出
入
り
口
付
近
の
五
差

路
交
差
点
が
小
・
中
学
生
の
通
学
路
で
、
ま
た
生
活
者
の
通

行
も
多
く
大
変
危
険
で
あ
る
。
安
全
対
策
を
行
う
べ
き
で
は
。

■答
県
道
部
分
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
右
折
レ
ー
ン
の

設
置
や
歩
道
の
拡
幅
等
に
つ
い
て
、
地
元
町
内
会
や
学
校
関

係
者
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
管
理
者
で
あ
る
県
へ
引
き

続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
道
部
分
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
歩
道
拡
幅
に
伴
う
用
地
買
収
等
に
は

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
財
政
負
担
が
少
な
い
整

備
手
法
等
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
新
制
度
を
好
機
と
捉
え
る
べ
き

■質
生
産
者
の
こ
だ
わ
り
や
顔
が
見
え
る
紹
介
な
ど
、
ス
ト

ー
リ
ー
性
の
あ
る
返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
移
住
定
住
や
観

光
情
報
、
市
民
生
活
な
ど
地
域
情
報
の
一
元
化
で
能
代
の
魅

力
を
発
信
し
、
関
係
人
口
に
結
び
つ
け
て
は
い
か
が
か
。

■答
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
特
産
品
カ
タ
ロ
グ
や
専
用
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
等
で
地
元
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
他
の
事

例
を
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
市
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
各
種
事
業
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
一
括
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る
工
夫
な
ど
、
利
便
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
他
の
事
例
を
参
考
に
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

自
伐
型
林
業
を
推
進
す
る
考
え
は

■質
自
伐
型
林
業
は
、
現
行
林
業
と
比
べ
10
倍
の
就
業
者
創

出
の
可
能
性
が
あ
り
低
投
資
で
参
入
で
き
る
。
採
算
性
も
高

く
確
実
な
対
価
も
得
ら
れ
、
不
足
す
る
林
業
労
働
力
の
補
完

に
も
な
る
。
当
市
で
も
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

■答
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
に
よ
る
管
理
委
託
や
機
械
利
用

の
林
産
事
業
へ
の
移
行
に
よ
り
、
自
伐
型
林
業
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
森
林
の
管
理
形
態
は
、
実
情
に
応
じ
て

多
様
で
あ
り
、
自
伐
型
林
業
も
地
域
の
林
業
振
興
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、
今

後
も
引
き
続
き
、
自
伐
等
に
取
り
組
む
団
体
に
対
す
る
国
の

交
付
金
に
上
乗
せ
助
成
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

都
市
ガ
ス
埋
設
管
の
更
新
は
進
ん
で
い
る
か

■質
能
代
市
の
都
市
ガ
ス
は
民
間
移
譲
す
る
段
階
で
、
多
く

の
事
業
者
が
埋
設
管
が
老
朽
化
し
て
い
る
と
し
て
参
入
し
な

か
っ
た
。
そ
の
後
民
間
に
移
譲
さ
れ
た
が
、
埋
設
管
の
更
新

は
進
ん
で
い
る
か
。
大
地
震
が
発
生
し
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

■答
都
市
ガ
ス
事
業
は
平
成
14
年
に
民
間
に
譲
渡
さ
れ
て
お

り
、
市
で
は
そ
の
後
の
地
下
埋
設
管
の
更
新
の
状
況
は
把
握

し
て
い
な
い
。

川
崎
市
殺
傷
事
件
に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
へ

■質
凶
悪
事
件
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
踏
み
込

ん
だ
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。
不
審
な
行
動
の
住
民
に
不

安
を
抱
く
子
育
て
世
代
が
、
事
件
以
降
、
一
層
の
不
安
を
訴

え
て
い
る
。
ど
う
対
応
す
る
か
検
討
状
況
の
説
明
を
。

■答
不
安
を
抱
え
る
市
民
の
皆
様
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市

役
所
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。
相
談

が
あ
れ
ば
専
門
的
な
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
問
題
の
改

善
や
解
決
に
つ
な
げ
、
不
安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
相
談
者
に

寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め
て
い
く
。

教
職
員
の
多
忙
化
解
消

■質
「
当
た
り
前
」
の
学
校
業
務
を
見
直
し
、
宿
題
廃
止
、
定

期
テ
ス
ト
廃
止
、
校
則
全
廃
な
ど
大
胆
な
教
育
改
革
を
進
め

る
公
立
校
が
登
場
し
て
い
る
。
昨
年
も
多
忙
化
問
題
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
が
、現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

■答
昨
年
度
よ
り
、
お
盆
時
期
３
日
間
の
学
校
閉
鎖
、
研
修

会
の
削
減
、
研
修
の
ま
と
め
等
提
出
物
の
削
減
、
学
校
訪
問

の
回
数
減
、
学
校
訪
問
の
際
の
指
導
案
の
簡
略
化
等
、
多
忙

化
解
消
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
市
校
長
会
と
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
多
忙
化
防
止
協
議
会
を
設
置
し
、
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

幼
児
・
児
童
の
安
全
対
策
は

○

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
の
働
き
か
け
は

○

ド
ロ
ー
ン
の
活
用

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

人
口
減
少
に
よ
る
地
方
創
生
の
練
り
直
し
は

○

自
立
へ
の
シ
ナ
リ
オ
・
協
働
の
取
り
組
み
の
推
進
は

○

観
光
の
成
果
で
関
係
人
口
増
に
つ
な
げ
る
こ
と

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

今
後
の
森
林
産
業
政
策
の
方
針

○

国
有
林
経
営
へ
の
民
間
参
入
の
影
響
は

○

学
校
業
務
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
大
幅
な
削
減

一 般 質 問


